
ペシャワール会は、1983年9月、中村哲医師のパキスタンでの医療活動を支援する目的で結成されま
した。彼の活動を支援するとともに、アジアの人々への理解を深めていきたいと願っています。

温暖化と干ばつと戦乱は密接に関連　	 中村　哲
有益だった朝倉視察と事務上の課題の解決	 アブドゥル		サーブル		サーダト
実り豊かな視察と心に残る日本の友人たち	 エンジニア		ハニフラ		タヒリ
現地との距離が縮まる	 東　達也
アフガニスタンより政府、ＦＡＯ、ＰＭＳの方 を々迎えて	 村上　優
豊かな大地と幸せな暮らしを願っております	 伊藤順子
水のよもやま話（3）クナール河と河童	 中村　哲
◉カラー特集　お蔭さまで、みんな元気に働いています
　　　　　　　　　　　　　　　　　

表紙絵　ザフロンの配達／画・甲斐大策
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農
地
の
乾
燥
化
と
壊
滅

　
暑
い
夏
で
し
た
。
世
界
中
で
温
暖
化
と
気
候
変

化
が
実
感
さ
れ
た
夏
で
し
た
。

　
作
業
地
の
ナ
ン
ガ
ラ
ハ
ル
州
は
六
月
に
記
録
的

な
猛
暑
と
な
り
、
室
内
気
温
が
連
日
、
四
十
数
度

を
記
録
し
ま
し
た
。
熱
波
で
ず
い
ぶ
ん
犠
牲
が
出

た
よ
う
で
す
。
五
、
六
月
の
ラ
マ
ザ
ン
（
断
食
月
）

中
は
日
本
で
過
ご
す
つ
も
り
で
、
逃
れ
る
よ
う
に
帰

国
す
る
と
、
日
本
で
も
異
常
高
気
温
が
続
き
、
激

し
い
集
中
豪
雨
で
異
例
の
災
害
が
起
き
て
い
る
こ

と
を
知
り
ま
し
た
。
西
日
本
で
は
、
広
範
囲
に
わ

た
る
豪
雨
で
二
〇
〇
人
以
上
が
亡
く
な
り
、
普
段

氾
濫
が
考
え
ら
れ
な
い
川
が
溢
れ
ま
し
た
。
昨
年

七
月
、
山
田
堰
の
あ
る
朝
倉
で
激
し
い
水
害
が
あ

っ
た
ば
か
り
で
す
。
こ
れ
に
は
驚
き
ま
し
た
。

　
ま
た
エ
ア
コ
ン
な
し
に
は
過
ご
せ
な
い
よ
う
な

暑
気
が
二
ヵ
月
以
上
続
く
な
ど
、
以
前
で
は
考
え

ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
他
人
事
で
は
な
く
な

っ
て
き
た
と
思
い
ま
し
た
。

　
気
候
変
化
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
お
い
て
、
全

体
に
土
地
の
乾
燥
化=

沙
漠
化
を
促
し
ま
す
。
集

中
豪
雨
や
洪
水
被
害
も
頻
発
し
ま
す
が
、
全
体
と

し
て
は
こ
の
乾
燥
化
が
最
大
の
問
題
で
す
。
東
部

ア
フ
ガ
ン
で
は
、
地
下
水
を
利
用
す
る
灌か
ん

漑が
い

が
ほ

ぼ
不
可
能
に
な
り
、
ク
ナ
ー
ル
河
な
ど
の
大
河
川

か
ら
の
取
水
に
頼
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
ナ
ン
ガ

ラ
ハ
ル
州
で
は
全
農
地
の
う
ち
、
天
水
に
頼
る
も

の
六
五
％
、
灌
漑
農
地
三
五
％
と
さ
れ
、
そ
の
う

ち
地
下
水
利
用
の
カ
レ
ー
ズ
灌
漑
が
五
％
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
年
の
異
常
乾
燥
で
天
水
と
地
下
水

に
依
存
す
る
地
域
が
全
滅
し
た
の
で
、
全
体
で
七

〇
％
の
耕
地
を
失
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
残
る

農
地
は
カ
ブ
ー
ル
河
、
ク
ナ
ー
ル
河
ら
大
河
川
か

ら
の
取
水
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

　
普
及
活
動
へ
向
け
て
―
Ｐ
Ｍ
Ｓ
方
式
と
訓
練
所

　
こ
の
取
水
の
際
に
障
害
と
な
る
の
が
、
不
安
定

な
川
の
水
量
で
す
。
急
流
河
川
に
加
え
て
、
気
候

変
化
に
よ
っ
て
渇
水
と
洪
水
が
同
居
す
る
状
態
で
、

取
水
口
が
す
ぐ
壊
さ
れ
て
一
年
と
持
つ
例
は
な
く
、

技
術
的
に
難
し
く
な
っ
て
い
た
の
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
Ｐ
Ｍ
Ｓ
は
、「
実
際
に
使
え
る
単
純
構

造
の
取
水
設
備
」
を
め
ざ
し
て
き
ま
し
た
。
ア
フ

ガ
ン
の
実
情
に
照
ら
し
、
地
域
で
維
持
で
き
る
よ

温
暖
化
と
干
ば
つ
と
戦
乱
は
密
接
に
関
連

―
―
絶
望
を
希
望
に
変
え
る
Ｐ
Ｍ
Ｓ
方
式
の
普
及
活
動

Ｐ
Ｍ
Ｓ（
平
和
医
療
団・日
本
）総
院
長
／
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
現
地
代
表
　
中
村  

哲

涸れた地下水路（カレーズ）2001年８月
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う
、
低
コ
ス
ト
・
単
純
で
あ
り
な
が
ら
十
分
機
能

す
る
も
の
を
理
想
と
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、

最
近
で
は
か
な
り
完
成
度
が
高
く
な
り
、
多
く
の

地
域
で
成
功
し
て
い
ま
す
。
初
め
の
頃
と
比
べ
る

と
、
格
段
に
強
く
機
能
的
で
、
か
つ
安
定
し
た
も

の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
建
設
の
手
順
や
材
料
と
石

材
輸
送
ら
も
定
式
化
し
、
よ
り
一
般
化
し
た
形
で

設
計
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
Ｐ
Ｍ
Ｓ
で
は
、
今
後
設
計
条
件
な
ど
を
詳
し
く

検
討
し
、
あ
る
程
度
の
柔
軟
性
を
持
た
せ
、
ど
こ

マルワリードⅡ主幹水路1600ｍ地点。酷暑の中、冷たい水に浸かることのできる植樹は作業員の中で人気がある（2018年６月21日）

改修後のカマ第二堰。山田堰に機能も形状も似ており生きたモデルとなっ
ている（2018年２月28日）
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で
も
使
え
る
も
の
に
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
普
及

活
動
の
一
環
で
、
今
年
一
月
か
ら
「
訓
練
コ
ー
ス
」

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
方
式
の

紹
介
と
現
場
見
学
で
、
地
域
の
農
民
指
導
者
、
水

主
、
地
方
自
治
体
の
技
術
者
ら
を
対
象
に
し
て
い

ま
す
。
種
ま
き
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
が
、
大

変
好
評
で
す
。

　
干
ば
つ
は
至
る
所
で
厳
し
く
、
受
講
生
は
み
な
、

水
の
あ
る
農
地
を
夢
見
て
参
加
し
ま
す
。
そ
の
結

果
、
絶
望
的
な
気
持
ち
で
来
た
と
こ
ろ
が
、「
こ
れ 沈砂池Ⅲ近くに水門番小屋を建設中（2018年８月７日）

マルワリードⅡの護岸線は全長8.5km。６㎞以降の護岸工事。締め固めをしながら、ただひたすら土砂や砂利を積む
（2018年８月８日）
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で
や
れ
ば
、
何
と
か
な
る
」
と
、
確
信
に
近
い
希
望

を
得
て
、
村
に
帰
り
ま
す
。
次
の
段
階
で
は
、
実

際
に
石
の
並
べ
方
、
用
水
路
の
ラ
イ
ニ
ン
グ
（
床

面
敷
設
）、
蛇じ
ゃ

籠か
ご

の
作
り
方
や
詰
め
方
、
植
樹
管
理

な
ど
の
実
作
業
を
し
な
が
ら
訓
練
す
る
計
画
を
立

て
て
い
ま
す
。

　
堰せ
き

の
教
材
は
山
田
堰（
福
岡
県
朝
倉
市
）の
模
型

と
写
真
の
多
い
手
引
書
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
最
近
改
修
を
終
え
た
カ
マ
第
二
堰
は
機
能
的

に
も
形
の
上
で
も
山
田
堰
に
近
く
、
見
学
時
に
説

明
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
普
及
は
水
系
が
同

じ
隣
接
地
域
か
ら
行
う
の
が
効
率
的
で
、
現
在
近

隣
の
ラ
グ
マ
ン
州
、
ク
ナ
ー
ル
州
な
ど
に
働
き
か

け
て
い
ま
す
。

　
計
画
は
Ｆ
Ａ
Ｏ
（
国
連
食
糧
農
業
機
関
）
と
Ｐ

Ｍ
Ｓ
の
共
同
企
画
で
行
わ
れ
、
少
し
ず
つ
で
す
が

現
実
味
を
帯
び
始
め
て
い
ま
す
。

　
秋
の
工
事

　
秋
に
は
現
在
の
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
Ⅱ（
カ
チ
ャ
ラ
堰

流
域
）
の
継
続
と
共
に
、
カ
マ
第
一
堰
の
改
修
が

始
ま
り
ま
す
。
カ
チ
ャ
ラ
堰
流
域
は
、
主
幹
水
路

五
・
五
㎞
と
五
ヵ
所
の
主
要
分
水
路
を
完
成
、
全

域
が
灌
漑
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
一
〇
㎞
以

上
の
植
樹
、
三
・
五
㎞
の
護
岸
な
ど
大
き
な
工
事

が
残
っ
て
お
り
、
今
後
約
二
年
を
か
け
て
仕
上
げ

て
い
き
ま
す
。
カ
マ
第
一
堰
は
第
二
堰
と
同
様
な

作
り
で
す
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
カ
マ
郡
七
〇
〇
〇

㌶
は
安
定
灌
漑
を
長
期
に
保
障
で
き
る
も
の
と
な

り
ま
す
。

訓練所でPMS方式について講義をする中村医師（2018年７月２日）

訓練の終了時にはスコップや鎌、長靴などを支給（2018年８月16日）

マルワリードⅡ主幹水路4.8kmまでの通水を祝う中村医師と職員や作業員
たち（2018年５月３日）
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問
題
の
先
送
り
は
許
さ
れ
な
い

　
最
近
の
研
究
で
、
東
部
ア
フ
ガ
ン
の
過
去
六
十

年
間
の
気
温
上
昇
は
約
一
・
八
度
、
他
の
地
域
の

約
二
倍
の
速
さ
で
温
暖
化
が
進
行
し
て
い
る
と
い

う
恐
る
べ
き
報
告
も
あ
り
ま
す
。

　
今
思
い
返
す
と
、
二
〇
〇
〇
年
に
始
ま
る
大
干

ば
つ
の
顕
在
化
は
、
世
界
を
席
巻
す
る
「
気
候
災

害
」
の
前
ぶ
れ
で
し
た
。
既
に
海
水
面
上
昇
に
よ

る
島と
う

嶼し
ょ

の
水
没
、
氷
河
の
世
界
的
後
退
、
北
極
海

の
氷
原
融
解
な
ど
が
伝
え
ら
れ
、
陸
上
で
は
台
風

と
ハ
リ
ケ
ー
ン
の
巨
大
化
、
森
林
火
災
の
頻
発
、

大
規
模
な
洪
水
と
干
ば
つ
な
ど
が
各
地
で
報
ぜ
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
責
任
の
所
在
が
は

っ
き
り
し
な
い
「
気
候
変
化
」
は
真
剣
に
問
題
に

さ
れ
に
く
く
、
Ｃ
Ｏ２
削
減
を
敵
視
す
る
経
済
至
上

主
義
も
、
依
然
と
し
て
根
強
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
自
然
を
無
限
大
に
搾
取
で
き
る
対
象
と
見

な
し
、
科
学
技
術
信
仰
の
上
に
成
り
立
つ
強
固
な

確
信
で
す
。
実
際
、
近
代
的
生
活
は
、
産
業
革
命

以
来
の
大
量
生
産=

大
量
消
費
の
流
れ
の
上
に
あ

り
、
そ
れ
を
一
挙
に
覆
す
考
え
は
、
多
く
の
人
々

に
と
っ
て
俄
か
に
は
受
け
入
れ
難
い
も
の
が
あ
る

か
ら
で
す
。

　
だ
が
問
題
の
先
送
り
は
お
そ
ら
く
許
さ
れ
な
い

で
し
ょ
う
。
放
置
す
れ
ば
事
態
は
不
可
逆
の
変
化

に
な
り
得
ま
す
。
温
暖
化
と
干
ば
つ
と
戦
乱
の
関

係
は
、
も
は
や
推
論
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
治
安
悪

化
の
著
し
い
地
帯
は
、
完
全
に
干
ば
つ
地
図
と
一

致
し
ま
す
。
そ
の
日
の
食
に
も
窮
し
た
人
々
が
、
犯

罪
に
手
を
染
め
、
兵
員
と
も
な
り
ま
す
。
そ
う
し

な
い
と
家
族
が
飢
え
る
か
ら
で
す
。
―
―
一
連
の

動
向
は
世
界
の
終
末
さ
え
連
想
す
る
絶
望
的
な
も

の
が
あ
り
ま
す
。
干
ば
つ
の
克
服
は
、
生
易
し
い

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
力
を
尽
く
し
て
水
の

恩
恵
を
実
証
し
、
希
望
を
灯
し
続
け
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
よ
ろ
し
く
ご
協
力
の
ほ
ど
を
切
に
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

中な
か

村む
ら

　哲て
つ

…
九
州
大

学
医
学
部
卒
。
専
門

＝
神
経
内
科
（
現
地
で

は
内
科
・
外
科
も
こ
な

す
）。
国
内
の
病
院
勤

務
を
経
て
、
一
九
八
四

年
パ
キ
ス
タ
ン
・
カ
イ
バ
ル
・
パ
ク
ト
ゥ
ン
ク
ワ

州
（
旧
北
西
辺
境
州
）
の
州
都
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル

に
赴
任
。
ハ
ン
セ
ン
病
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
計
画
を

柱
に
し
た
、
貧
困
層
の
診
療
に
携
る
。
八
六
年

か
ら
は
ア
フ
ガ
ン
難
民
の
た
め
の
事
業
を
設
立

し
、
ア
フ
ガ
ン
北
東
山
岳
部
に
三
つ
の
診
療
所

を
開
設
。
九
八
年
に
は
基
地
病
院
Ｐ
Ｍ
Ｓ
を
ペ

シ
ャ
ワ
ー
ル
に
建
設
。
ま
た
病
院
・
診
療
所
で

患
者
を
待
つ
だ
け
で
な
く
、
パ
キ
ス
タ
ン
北
部

山
岳
地
帯
の
診
療
所
を
拠
点
に
巡
回
診
療
も
開

始
。
二
〇
〇
〇
年
以
降
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

を
襲
っ
た
大
干か

ん

ば
つ
対
策
の
た
め
の
水
源
確
保

（
井
戸
掘
り
・
カ
レ
ー
ズ
の
復
旧
。
作
業
地
千
六

百
ヵ
所
以
上
）
事
業
を
実
施
。
さ
ら
に
〇
二
年

春
か
ら
ア
フ
ガ
ン
東
部
山
村
で
の
長
期
的
復
興

計
画
「
緑
の
大
地
計
画
」
を
開
始
、
〇
三
年
三

月
か
ら
は
灌
漑
水
利
計
画
に
着
手
し
、
一
〇
年

三
月
全
長
約
二
五
キ
ロ
が
開
通
。
ダ
ラ
エ
ヌ
ー

ル
診
療
所
の
年
間
診
療
数
約
四
四
、
五
〇
〇
人

（
二
〇
一
七
年
度
）。

著しく浸食が進んだベラ村。護岸工事が急がれる（2018年７月５日）
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初
め
て
の
日
本
訪
問

　
ま
ず
初
め
に
、
皆
様
に
心
よ
り
ご
挨
拶
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　
日
本
は
こ
の
世
界
に
お
い
て
、
人
類
へ
の
貢
献

に
真
摯
に
努
め
て
い
る
数
少
な
い
国
の
一
つ
で
す
。

　
私
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
友
好
国
日
本
を
訪
れ
た

の
は
今
回
が
初
め
て
で
、
全
て
が
目
新
し
く
心
踊
る

も
の
で
、
大
変
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
二
〇
一
八
年
の
七
月
二
七
日
か
ら
八
月
五
日
ま

で
の
旅
程
で
訪
れ
た
日
本
へ
の
旅
は
、
私
に
と
っ

て
生
涯
忘
れ
ら
れ
な
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
、
日
本
の
友
人
や
支
援
者
の
方
々
か

ら
素
晴
ら
し
い
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。
皆
さ
ん
は

と
て
も
友
好
的
で
、
日
本
の
方
々
が
示
し
て
く
れ

た
暖
か
い
も
て
な
し
を
私
は
決
し
て
忘
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
治
安
情
勢
が
悪
化
し
て

い
た
時
期
に
現
地
で
働
い
て
い
た
日
本
人
ワ
ー
カ

ー
Ｏ
Ｂ
達
と
再
会
で
き
た
こ
と
も
大
変
嬉
し
か
っ

た
で
す
。

　
歓
迎
会
翌
日
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
日
本
人
ス
タ

ッ
フ
の
方
達
と
一
緒
に
朝
倉
の
梨
・
葡
萄
園
を
訪

問
、
果
樹
園
の
オ
ー
ナ
ー
の
方
に
案
内
し
て
頂
い

た
後
、
養
蜂
場
を
視
察
。
そ
の
後
、
数
百
年
前
に

築
か
れ
た
三
連
水
車
を
見
学
後
、
山
田
堰
を
訪
ね

ま
し
た
。
土
地
改
良
区
の
徳
永
理
事
長
が
堰
に
つ

い
て
詳
し
い
説
明
を
し
て
く
だ
さ
り
、
私
た
ち
に

と
っ
て
も
大
変
有
益
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　
訪
日
中
、
私
は
日
本
の
皆
さ
ん
か
ら
多
く
の
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。
故
郷
を
愛
す
る
気
持
ち
、
も

て
な
し
の
心
、
互
い
へ
の
敬
意
な
ど
、
私
た
ち
は

日
本
人
か
ら
学
ば
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
現
地
事
務
所
で
抱
え
て
い
た
技
術
的
な
問

題
や
会
計
部
門
の
課
題
も
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
支
援
室
と
の

二
日
間
の
会
議
で
互
い
に
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
、

十
分
な
成
果
を
得
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
日
本
の
友
人
達
や
Ｐ
Ｍ
Ｓ
支
援
室
ス
タ
ッ
フ
と

の
観
光
も
楽
し
み
ま
し
た
。
自
然
の
景
観
や
白
川

水
源
地
は
素
晴
ら
し
く
、
ま
た
火
山
で
あ
る
美
し

い
阿
蘇
山
に
も
行
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
日
本
訪
問
の
旅
で
は
様
々
な
事
を
体
験

し
、
多
く
の
事
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
日
本
の

方
々
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
こ
と
を
と
て
も
愛
し

て
く
れ
て
い
て
、
日
本
は
こ
れ
ま
で
も
、
そ
し
て

こ
れ
か
ら
も
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
真
の
友
好
国
で

あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
日
本
と
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
友
情
は
永
遠
で
す
。

　
心
よ
り
敬
意
を
こ
め
て
。

有
益
だ
っ
た
朝
倉
視
察
と

　
事
務
上
の
課
題
の
解
決

　
　

　
　
Ｐ
Ｍ
Ｓ
事
務
所
責
任
者

　
　
ア
ブ
ド
ゥ
ル 
サ
ー
ブ
ル 

サ
ー
ダ
ト

◎
現
地
ス
タ
ッ
フ
か
ら
の
便
り

中村哲医師の作品

アフガン•緑の大埴計両
伝統に学ぷ灌漑工法と甦る農業 【改訂版】

Peace(Japan)Medi叫 Services＆ペシャワール会

B5判並製・256頁・オールカラー 1700円（税込）

医者、用水路を拓く
アフガンの大地から世界の虚構に挑む

【6刷】1800円

ダラエ•ヌールヘの道【5刷】 2000円
ペシャワールにて 【7刷】1800円

辺境て診る辺境から見る【5刷】1800円

医者井戸を掘る【12刷】 1800円

医は国境を越えて【8刷]2000円
福岡市中央区渡辺通2-3-24

石風社電話092(714)4838

人は愛するに足り、真心は
信ずるに足るアフガンとの約束
中村哲／澤地久枝（聞き手） 2000円

岩波書店翡瓢盟悶冨ソ橋2-5-5

天、共に在り閂鯰督しそ
中村哲 1600円

NHK出版豆都渋谷区宇田川町41-1
電話03(3464) 7311 

税込表記のあるもの以外はすべて本体価格（税別）です

アフガニスタン2竺
用水路が運ぷ
恵みと平和
朗読吉永小百合
3000円（税＋送料込）
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現
場
技
術
者
か
ら
会
計
責
任
者
に

　
私
の
名
前
は
ハ
ニ
フ
ラ  

タ
ヒ
リ
で
、
二
〇
〇
〇

年
九
月
か
ら
Ｐ
Ｍ
Ｓ
に
勤
め
て
い
ま
す
。
最
初
の

一
年
間
は
ソ
ル
フ
ロ
ッ
ド
、
ロ
ダ
ッ
ト
、
ア
チ
ン
、

ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
の
井
戸
建
設
事
業
の
現
場
技
師
と

し
て
働
き
、
そ
の
後
長
嶋
さ
ん
が
会
計
部
門
で
勤

務
を
始
め
た
時
に
私
も
そ
ち
ら
に
会
計
担
当
と
し

て
異
動
し
ま
し
た
。
二
〇
〇
一
年
か
ら
二
〇
〇
八

年
ま
で
の
期
間
、
馬
場
さ
ん
、
川
口
さ
ん
、
松
永
さ

ん
、
西
さ
ん
、
神
代
さ
ん
な
ど
多
く
の
日
本
人
ワ

ー
カ
ー
と
一
緒
に
仕
事
を
し
ま
し
た
。
二
〇
〇
八

年
に
伊
藤
さ
ん
が
亡
く
な
り
、
日
本
人
ワ
ー
カ
ー

達
は
日
本
に
帰
国
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
私
の

役
職
は
会
計
責
任
者
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
二

〇
〇
九
年
に
村
井
さ
ん
が
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
会
計
部
門
の

担
当
に
な
り
、
二
〇
一
五
年
ま
で
彼
と
一
緒
に
働

き
ま
し
た
。
二
〇
一
六
年
に
村
井
さ
ん
か
ら
鈴
木

さ
ん
に
担
当
が
代
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
現
地

の
会
計
部
門
か
ら
日
本
人
は
い
な
く
な
り
、
現
在

は
福
岡
の
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
事
務
所
で
日
本
人
ス

タ
ッ
フ
が
そ
の
業
務
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
以
上

が
こ
れ
ま
で
の
私
の
Ｐ
Ｍ
Ｓ
で
の
職
歴
で
す
。
　

　
今
回
、
ジ
ア
先
生
を
通
し
て
Ｆ
Ａ
Ｏ
事
務
所
主

催
日
本
公
式
訪
問
の
知
ら
せ
を
受
け
ま
し
た
。
二

〇
一
八
年
七
月
二
七
日
に
日
本
行
き
の
査
証
を
取

得
し
た
後
、
二
八
日
夜
に
関
西
空
港
に
到
着
し
ま

し
た
。
そ
こ
に
は
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
メ
ン
バ
ー

数
名
が
迎
え
に
来
て
下
さ
っ
て
い
ま
し
た
。
私
は

そ
の
時
の
事
を
決
し
て
忘
れ
ま
せ
ん
。

　
二
九
日
、
福
岡
市
内
で
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
が
歓

迎
会
を
催
し
て
下
さ
り
、
そ
こ
に
は
懐
か
し
い
日

本
の
友
人
達
も
い
て
、
大
変
感
激
し
ま
し
た
。
日

本
の
皆
さ
ん
は
と
て
も
親
切
に
し
て
下
さ
い
ま
し

た
。

　
翌
日
、
山
田
堰
を
訪
問
し
、
中
村
先
生
か
ら
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。
二
二
〇
年
前
に
築
造
さ
れ

た
堰
が
、
今
も
同
じ
か
た
ち
で
存
在
し
使
わ
れ
て

い
る
こ
と
に
私
は
深
い
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
は
二
〇
〇
三
年
に
着
工
し

二
〇
一
〇
年
に
完
成
し
た
ア
ー
ベ  

マ
ル
ワ
リ
ー
ド

と
い
う
名
の
灌
漑
用
水
路
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

中
村
先
生
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
最
初
に
建
設
し

た
水
路
で
す
。
そ
の
後
も
カ
マ
第
一
、
カ
マ
第
二
、

カ
シ
コ
ー
ト
、
シ
ギ
、
ミ
ラ
ー
ン
、
マ
ル
ワ
リ
ー

ド
第
二
堰
、
用
水
路
な
ど
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
忘
れ
得
ぬ
心
の
交
流

　
山
田
堰
視
察
後
、
養
蜂
園
を
訪
ね
専
門
家
の
方

の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
煙
で
蜂
を
お
と
な
し
く

さ
せ
る
こ
と
や
、
収
益
性
の
高
い
養
蜂
事
業
に
大

変
興
味
を
覚
え
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
水
車
（
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
チ
ャ
ル
ハ
と
呼
ん
で
い
ま
す
）

実
り
豊
か
な
視
察
と

　
心
に
残
る
日
本
の
友
人
た
ち

　
　

　
　
Ｐ
Ｍ
Ｓ
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
事
務
所
会
計
責
任
者

　
　
エ
ン
ジ
ニ
ア  

ハ
ニ
フ
ラ  

タ
ヒ
リ

日本滞在中の体験を職員たちに伝えるハニフラ技師(2018年８月16日)

（
13
ペ
ー
ジ
に
続
く
）
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上：ペシャワール会事務局での交流会。PMS職員
と事務局員との親睦を深めた（2018年８月２日）

上：アフガニスタン政府、FAO、PMS職員
一行の山田堰視察。徳永氏の説明に続き、
彼らの尽きない質問に対応する中村医師
（2018年７月30日）

右：６月８日、東京で中村医師に授与され
た土木学会技術賞。中村＝PMSへの表彰
であると、中村医師からPMSへ手渡され
た（2018年８月２日）
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調節池Ⅲ。主要な工事は完了し、二段目の蛇籠積みと水やりが続けられている。憩いの場として美しく仕上げる
（2018年５月28日）

ベラ延長路610ｍからベラ村の既存水路へ送水。現在、広大な地域の開墾が始められている（2018年７月１日）

【カラー特集】お蔭さまで、みんな元気に働いています



11 2018 年 9 月 26 日ペシャワール会報　No.137

写真見当たらず

上：ガンベリ農場の小麦（2018年４月16日）

右：マルワリードⅡ用水路の調節池Ⅲ
（3.6km地点）より下流域を望む。湿地が消
失し、開墾が進んでいる（2018年７月17日）

上：ミラーン訓練所にて、日本から持ち帰った土木
学会賞の盾を前に受賞を祝福。PMS職員は大いに
励まされた（2018年８月13日）
下：日本の野ばらに似た種類。真白な花を咲かせてい
る。ガンベリ事務所（2018年４月16日）
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マルワリードⅡ堰の護岸始点から5.5km地点。洗掘の激しい水制先端に巨礫を置く中村医師（2018年７月20日）

第６期生はクナール、ヌーリスタン州からの訓練生。終了時に農具などを手渡す中村医師（2018年７月８日）
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台
風
の
中
で
の
歓
迎
会

　
七
月
二
八
日
か
ら
八
月
四
日
の
八
日
間
、
Ｆ
Ａ

Ｏ
協
力
事
業
で
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
政
府
か
ら
水
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
省
、
地
方
復
興
省
、
農
業
・
灌
漑
省

か
ら
一
名
ず
つ
、
Ｆ
Ａ
Ｏ
か
ら
三
名
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
か

ら
ジ
ア
医
師
、
サ
ー
ブ
ル
ジ
ャ
ン
、
ハ
ニ
フ
ラ
さ

ん
の
計
九
名
が
来
日
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
旅
程
は
関
西
空
港
か
ら
始
ま
り
、
西
向

き
に
進
ん
だ
台
風
12
号
と
共
に
福
岡
に
上
陸
し
ま

し
た
。
在
来
線
が
運
休
す
る
中
で
の
移
動
で
、
初

日
の
歓
迎
会
開
催
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
な
ん

と
か
開
催
さ
れ
、
そ
の
後
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
て

幸
い
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
期
間
中
は
福
岡
県
朝

倉
市
の
山
田
堰
、
三
連
水
車
、
藤
井
養
蜂
場
、
三

連
水
車
の
里
（
道
の
駅
）、
浮
羽
市
の
春
光
園
（
ブ

ド
ウ
栽
培
園
）、
柳
川
の
川
下
り
、
熊
本
の
白
川
水

源
、
阿
蘇
山
火
口
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
山
田

堰
土
地
改
良
区
の
徳
永
理
事
長
は
じ
め
各
施
設
で

は
丁
寧
に
ご
説
明
い
た
だ
き
、
た
く
さ
ん
の
質
問

に
も
対
応
い
た
だ
き
感
謝
の
念
に
堪
え
ま
せ
ん
。

◎
ワ
ー
カ
ー
通
信

現
地
と
の
距
離
が
縮
ま
る

　
　

　
　

　
　
Ｐ
Ｍ
Ｓ
支
援
室

　
　
東
　
達
也

と
そ
の
修
復
事
業
を
見
学
し
ま
し
た
。
日
本
の
水

車
は
木
製
で
し
た
が
、
我
々
Ｐ
Ｍ
Ｓ
は
同
じ
考
え

方
を
取
り
入
れ
た
鉄
製
の
水
車
を
使
っ
て
い
ま
す
。

　
水
車
の
後
は
果
樹
園
に
行
き
、
ブ
ド
ウ
や
梨
、
桃

な
ど
果
物
を
栽
培
し
て
い
る
専
門
農
家
の
方
か
ら

話
を
聞
い
て
多
く
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
続
い

て
農
産
物
の
直
営
市
場
を
見
学
し
ま
し
た
。
農
家

の
方
達
が
自
分
で
生
産
し
た
も
の
を
持
っ
て
来
て

こ
こ
で
販
売
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
す
。
直
営

市
場
視
察
の
あ
と
、
柳
川
で
木
製
の
船
に
乗
っ
て

一
時
間
ほ
ど
か
け
て
水
路
を
巡
り
ま
し
た
。
ま
た
、

阿
蘇
山
で
火
口
を
見
た
り
し
ま
し
た
。
日
本
は
ど

こ
に
行
っ
て
も
空
気
が
澄
ん
で
い
て
、
緑
が
多
い

と
感
じ
ま
し
た
。
　

　
福
岡
に
戻
る
と
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
事
務
局
で
交

流
会
が
開
催
さ
れ
、
大
勢
の
事
務
局
の
方
々
や
ワ

ー
カ
ー
Ｏ
Ｂ
が
参
加
し
、
私
た
ち
に
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
や
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
事
に
つ
い
て
色
々
と
質
問
を
し

て
下
さ
い
ま
し
た
。
私
た
ち
ア
フ
ガ
ン
人
ス
タ
ッ

フ
は
そ
れ
ぞ
れ
に
、
日
本
の
皆
さ
ん
が
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
を
支
援
し
て
下
さ
っ
て
大
変
嬉
し
く
思
っ

て
い
る
と
伝
え
ま
し
た
。
ま
た
あ
る
親
切
な
女
性

事
務
局
員
の
方
が
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
と
て
も

愛
し
て
い
る
と
言
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
の
人
々
に
日
本
の
方
々
が
そ
の
よ
う
な

気
持
ち
を
抱
い
て
下
さ
っ
て
い
る
こ
と
を
私
は
生

涯
忘
れ
ま
せ
ん
。

　
今
回
の
日
本
へ
の
公
式
訪
問
は
大
変
興
味
深
い

も
の
で
、
日
本
の
人
々
は
よ
く
働
き
、
道
徳
心
が

あ
る
と
感
じ
入
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
日
本
の

価
値
観
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
書
籍
は
ま
だ
ま

だ
数
が
十
分
で
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
　

　
ド
ク
タ
ー
サ
ー
ブ
中
村
や
ワ
ー
カ
ー
の
方
達
を

は
じ
め
と
す
る
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
皆
さ
ん
に
は
、

こ
れ
か
ら
も
苦
難
の
中
に
い
る
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

の
人
々
へ
の
援
助
を
続
け
て
下
さ
る
こ
と
を
お
願

い
致
し
ま
す
。
我
々
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
ア
フ
ガ
ン
人
ス
タ

ッ
フ
は
皆
正
直
者
で
、
中
村
先
生
や
全
て
の
日
本

人
が
大
好
き
で
す
。

　
皆
さ
ん
に
は
、
台
風
が
日
本
に
上
陸
す
る
な
ど

大
変
な
時
に
私
た
ち
を
歓
迎
し
て
下
さ
っ
た
こ
と

に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
、
私
の
こ
の
手
紙
を
通
じ
て
Ｐ
Ｍ
Ｓ
全

員
の
感
謝
を
皆
様
に
お
伝
え
し
ま
す
。

　
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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寸
暇
を
惜
し
ん
で
打
合
せ

　
今
回
来
日
し
た
Ｐ
Ｍ
Ｓ
職
員
の
サ
ー
ブ
ル
ジ
ャ

ン
は
ジ
ア
先
生
の
補
佐
で
事
務
方
の
管
理
者
を
し

て
い
ま
す
。
ハ
ニ
フ
ラ
さ
ん
は
会
計
責
任
者
で
す
。

私
達
Ｐ
Ｍ
Ｓ
支
援
室
が
毎
日
連
絡
を
と
る
二
人

で
、
週
に
二
度
以
上
は
電
話
を
し
、
メ
ー
ル
の
や

り
と
り
を
し
な
い
日
は
、
休
み
以
外
ほ
ぼ
あ
り
ま

せ
ん
。
Ｐ
Ｍ
Ｓ
職
員
は
現
在
一
〇
〇
名
、
現
場
作

業
員
（
日
給
）
は
毎
日
約
二
四
〇
名
に
上
り
ま
す
。

事
業
地
は
複
数
あ
り
、
そ
の
事
務
量
は
膨
大
で
す
。

私
達
と
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
オ
フ
ィ
ス
が
密
な
連
絡

を
と
っ
て
、
事
務
業
務
に
滞
り
が
で
て
現
場
に
支

障
を
き
た
さ
ぬ
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
が
、
言
葉

の
壁
や
、
会
っ
て
話
せ
な
い
こ
と
か
ら
食
い
違
い

も
生
じ
、
今
回
の
来
日
は
、
そ
れ
ら
を
解
消
す
る

た
め
に
、
共
有
事
項
の
確
認
を
行
う
大
変
貴
重
な

時
間
と
な
り
ま
し
た
。
一
週
間
と
い
う
短
い
時
間

の
た
め
、
日
中
は
視
察
し
、
移
動
時
間
や
夜
に
話

を
進
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
回
は
Ｐ
Ｍ
Ｓ
職
員
三
名
と
ペ
シ
ャ
ワ

ー
ル
会
の
親
睦
を
図
る
た
め
、
三
つ
の
小
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
交
流
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
ア
イ
デ
ア
で
、
現
地

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
Ｐ
Ｍ
Ｓ
職
員
と
直
接
話
を
す

る
こ
と
で
、
い
ろ
い
ろ
な
質
問
を
す
る
機
会
と
な

り
ま
し
た
。「
今
ま
で
写
真
や
動
画
を
通
し
て
み
て

い
た
現
地
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
生
活
等
を
聞
く
こ

と
が
で
き
、
遠
い
所
で
起
こ
っ
て
い
た
事
を
身
近

に
感
じ
る
こ
と
が
出
来
て
、
何
か
が
動
き
出
し
た

よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
」
と
交
流
会
に
対
し
て

肯
定
的
な
感
想
を
多
く
頂
き
ま
し
た
。
他
に
も
農

業
の
事
や
現
場
の
方
々
の
話
を
聞
い
て
み
た
い
と

い
う
意
見
も
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　
私
は
Ｐ
Ｍ
Ｓ
支
援
室
で
働
き
始
め
て
か
ら
、
中

村
医
師
と
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
活
動
を
通
し
て
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
に
ふ
れ
る
事
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
ニ

ュ
ー
ス
で
知
る
イ
ス
ラ
ム
圏
は
、
テ
ロ
や
戦
争
で

治
安
が
よ
く
な
い
と
、
ひ
と
く
く
り
に
考
え
て
い

た
国
々
で
し
た
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
干
ば
つ
の

事
も
全
く
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
中
村
医
師
に
よ
り
ま
す
と
「
こ
れ
ま
で
の
三
五

年
間
で
治
安
も
天
候
も
一
番
よ
く
な
い
」
と
の
こ

と
で
す
。
例
え
ば
パ
キ
ス
タ
ン
に
逃
れ
た
数
百
万

人
に
及
ぶ
難
民
は
、
農
業
が
出
来
ず
に
パ
キ
ス
タ

ン
に
逃
れ
る
し
か
な
か
っ
た
人
々
で
す
。
そ
の
人

た
ち
が
強
制
的
に
自
国
へ
戻
さ
れ
る
事
態
が
お
こ

っ
て
い
ま
す
。
彼
ら
は
ど
こ
に
行
っ
た
ら
よ
い
の

で
し
ょ
う
。

　
今
回
の
招
聘
で
皆
が
真
剣
に
取
り
組
む
姿
が
印

象
的
で
し
た
。
母
国
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
な
ん
と

か
し
た
い
。
そ
う
い
う
気
持
ち
の
表
れ
で
あ
っ
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。

金閣寺観光。PMS職員３名とワーカーOB、PMS支援室職員
（2018年８月４日）

▼
未
使
用
の
切
手
、
書
き
損
じ
ハ
ガ
キ
（
官
製

ハガ
キ
・
年
賀
ハガ
キ
）
を
お
送
り
下
さ
い

＊
引
き
出
し
の
中
な
ど
に
眠
っ
て
い
る
も
の
を
お

送
り
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
会
報
発
送
等

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
大
変
助
か
っ
て
お
り
ま

す
。
な
お
、
外
国
の
切
手
は
取
り
扱
っ
て
お
り

ま
せ
ん
。

▼
寄
付
を
し
て
く
だ
さ
る
皆
さ
ま
へ

＊
当
会
は
法
人
格
を
持
た
な
い
「
任
意
団
体
」
で

す
。
お
送
り
下
さ
っ
た
ご
寄
付
に
つ
い
て
は
税

金
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
予
め
ご
了
承

頂
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
致
し
ま
す
。
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平
成
三
〇
年
七
月
二
八
日
よ
り
八
月
四
日
の
日

程
で
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
政
府
（
水
・
エ
ネ
ル
ギ

ー
省
、
地
方
復
興
省
、
農
業
・
灌
漑
省
）、
ま
た
サ

ジ
ャ
パ
テ
ィ
・
ス
ー
マ
ン
氏
ら
Ｆ
Ａ
Ｏ
、
そ
し
て

Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
ジ
ア
先
生
を
は
じ
め
と
す
る
事
務
・
経

理
を
主
業
務
と
す
る
メ
ン
バ
ー
の
一
行
九
人
が
来

日
さ
れ
ま
し
た
。

　
ジ
ア
先
生
ら
の
訪
日
は
Ｆ
Ａ
Ｏ
や
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
共

同
事
業
が
始
ま
っ
て
か
ら
三
度
目
に
な
り
ま
す
。

顔
の
見
え
る
関
係
、
こ
こ
ろ
の
通
う
関
係
、
と
も

に
先
を
見
据
え
る
関
係
作
り
を
中
村
先
生
も
強
く

希
望
さ
れ
て
い
て
、
比
較
的
短
い
期
間
に
密
な
交

流
が
で
き
る
よ
う
、
招
聘
の
任
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
い
た
Ｆ
Ａ
Ｏ
及
び
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
関
係
者
に
感
謝

し
ま
す
。

　
今
回
の
来
日
の
主
な
目
的
は
、
第
一
に
は
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
の
国
と
し
て
の
灌
漑
や
農
業
復
興
に

直
接
携
わ
る
省
庁
の
担
当
者
に
、
山
田
堰
を
視
察

し
て
も
ら
い
、
灌
漑
の
歴
史
や
在
り
方
、
農
作
物

の
栽
培
か
ら
流
通
な
ど
に
関
し
て
意
見
交
換
を
す

る
こ
と
で
す
。

　
第
二
に
、
Ｆ
Ａ
Ｏ
の
支
援
で
ミ
ラ
ー
ン
に
出
来

た
訓
練
施
設
が
活
動
を
始
め
た
こ
と
、
ま
た
Ｐ
Ｍ

Ｓ
方
式
の
教
科
書
が
完
成
し
た
こ
と
を
機
に
、
江

戸
時
代
に
完
成
し
、
二
〇
〇
年
以
上
に
わ
た
っ
て

使
用
さ
れ
て
い
る
山
田
堰
と
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
方
式
の
中

で
も
完
成
度
が
高
い
カ
マ
第
二
堰
と
の
共
通
性
を

認
識
す
る
こ
と
で
す
。

　
第
三
に
、
二
〇
年
先
を
見
据
え
た
ペ
シ
ャ
ワ
ー

ル
会
と
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
絆
を
現
実
的
、
具
体
的
に
作
る

た
め
の
人
事
交
流
で
し
た
。

　
七
月
二
九
日
に
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
主
催
で
、
来

日
さ
れ
た
九
人
に
対
す
る
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
福
岡

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
よ
り
政
府
、

Ｆ
Ａ
Ｏ
、Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
方
々
を
迎
え
て

　
　

　
　
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
会
長

　
　
村
上
　
優

2019年カレンダー

「磐
い わ

・人
ひ と

・泥
ど ろ

」
画・甲斐大策

同封のハガキでご注文ください
B3 判変形（画・7点）

定価1500円（税・送料込）

今年も恒例のカレンダーを制作します。部数
に限りがありますのでお早めにご注文下さい
（ご友人・知人へのプレゼント発送も承ります）。
※代金は後払い。払込用紙を同封します
※郵便・宅配物の規格変更でカレンダーのサイズ
が一回り強、小さくなります。何卒ご理解下さい。

久しぶりに再会した村上会長とサーブルジャン
（2018年７月29日）

2 0 I 9 

俎 A 払
●’’’憂人霞
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で
開
か
れ
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
や
、
現
在
マ
ル
ワ
リ
ー
ド

用
水
路
な
ど
Ｐ
Ｍ
Ｓ
方
式
で
の
灌
漑
の
調
査
や
効

果
の
評
価
な
ど
を
行
っ
て
い
る
Ｃ
Ｔ
Ｉ
社
や
テ
ク

ノ
社
の
方
々
も
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
元
ワ

ー
カ
ー
や
各
地
の
支
援
会
の
方
々
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー

ル
会
事
務
局
の
メ
ン
バ
ー
も
多
く
参
加
し
て
心
温

ま
る
交
流
会
に
な
り
ま
し
た
。

　
七
月
三
〇
日
か
ら
は
山
田
堰
で
中
村
先
生
の
講

義
に
つ
づ
い
て
意
見
交
換
が
始
ま
り
ま
し
た
。
朝

倉
市
の
林
市
長
も
出
席
、
昨
年
の
洪
水
の
状
況
な

ど
も
交
え
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
い
つ
も
山
田

堰
関
連
の
視
察
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
い
た
だ

く
山
田
堰
土
地
改
良
区
理
事
長
の
徳
永
さ
ん
が
、

今
回
も
陣
頭
に
立
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。
地
元
の

熱
い
協
力
と
中
村
先
生
と
の
間
に
培
わ
れ
た
信
頼

が
Ｐ
Ｍ
Ｓ
方
式
を
創
り
出
す
原
点
と
も
感
じ
ま
す
。

　
堰
を
前
に
し
て
の
質
疑
応
答
で
は
、
こ
れ
ま
で

の
視
察
と
異
な
り
、
行
政
的
、
技
術
的
、
地
域
づ

く
り
な
ど
具
体
的
な
こ
と
が
熱
心
に
語
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
干
ば
つ
や
戦
争
な
ど
の
混
乱
に
あ
っ
て

も
地
域
と
国
を
再
生
さ
せ
よ
う
と
す
る
意
気
込
み

を
感
じ
ま
し
た
。

　
続
い
て
訪
れ
た
養
蜂
所
で
も
大
い
に
盛
り
あ
が

り
ま
し
た
。
Ｐ
Ｍ
Ｓ
農
場
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
ビ

エ
ラ
は
ミ
ツ
バ
チ
が
好
み
、
上
質
な
蜂
蜜
が
と
れ

る
そ
う
で
す
。
今
後
養
蜂
に
着
手
す
る
予
定
で
す

の
で
、
ミ
ツ
バ
チ
の
飼
育
や
蜂
蜜
の
流
通
に
つ
い

て
、
現
地
の
人
た
ち
と
の
交
流
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
中
村
先
生
と
ジ
ア
先
生
が
率
い
る
Ｐ
Ｍ
Ｓ
は
、

ハ
ン
セ
ン
病
（
ら
い
）
医
療
か
ら
難
民
・
住
民
医

療
へ
と
展
開
し
、
活
動
は
井
戸
か
ら
用
水
路
に
至

る
水
利
事
業
や
農
業
事
業
に
広
が
り
ま
し
た
。
長

い
期
間
を
通
し
て
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
地
元
に
根

ざ
し
た
事
業
と
し
て
続
き
、
三
五
年
が
経
ち
ま
す
。

近
年
で
は
水
利
事
業
の
一
部
分
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と

の
共
同
事
業
と
な
っ
て
結
実
し
て
い
ま
す
。
二
〇

一
八
年
に
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
大
統
領
よ
り
ガ
ジ
・

ミ
ー
ル
・
マ
ス
ジ
ッ
ド
・
カ
ー
ン
勲
章
を
受
け
ま

し
た
。
さ
ら
に
日
本
で
は
土
木
学
会
技
術
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　
八
月
二
日
に
は
事
務
局
で
、
ジ
ア
先
生
ら
Ｐ
Ｍ

Ｓ
の
会
計
部
門
担
当
者
と
Ｐ
Ｍ
Ｓ
支
援
室
と
の
協

議
、
事
務
局
メ
ン
バ
ー
と
の
現
状
認
識
の
共
有
や

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
双
方
が
二
〇
年
先
を

見
越
し
て
の
関
係
づ
く
り
を
目
的
に
、
忌
憚
な
い

意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。
ア
フ
ガ
ン
現
地
で
の
Ｐ

Ｍ
Ｓ
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し
て

の
Ｐ
Ｍ
Ｓ
と
、
現
場
の
灌
漑
工
事
を
す
る
部
門
と

の
関
係
を
整
備
す
る
方
向
で
検
討
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
一
方
で
、
そ
れ
を
直
接
支
え
る
ペ
シ
ャ
ワ
ー

ル
会
の
Ｐ
Ｍ
Ｓ
支
援
室
強
化
の
必
要
性
が
迫
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
短
い
期
間
の
訪
問
で
し
た
が
、
内
容
の
詰
ま
っ

た
交
流
が
で
き
、
今
後
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
政
府
、

Ｆ
Ａ
Ｏ
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
や
日
本
側
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
の
課

題
も
見
え
て
き
ま
し
た
。
形
や
姿
は
変
わ
っ
て
き

て
も
中
村
先
生
の
変
わ
ら
ぬ
志
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

思
い
を
強
く
し
て
い
ま
す
。

ザ
フ
ロ
ン＊

の
配
達

　
　
　
　
　
　甲
斐
大
策

　
い
つ
に
な
く
激
し
い
驟
雨
の
雨
脚
が
、
ペ
シ
ャ
ワ
ル
旧
市

街
西
端
、
ハ
イ
バ
ル
・
バ
ザ
ー
ル
の
路
面
に
弾
け
て
は
、
気

温
四
〇
数
度
の
中
、
霧
の
よ
う
に
白
く
中
空
を
埋
め
る
。

　
ス
パ
イ
ス
商
イ
ス
マ
イ
ル
は
、
店
先
の
ビ
ニ
ー
ル
の
幕
を

と
お
し
、
通
行
人
や
リ
キ
シ
ョ
ー
を
眺
め
る
。
今
日
訪
れ
る

筈
の
徒
弟
は
大
丈
夫
だ
ろ
う
か
、
と
案
じ
て
い
た
。

　
店
頭
に
佇
む
灰
色
の
驢
馬
の
伏
せ
た
睫
を
雨
滴
が
伝
う
。

　
イ
ス
マ
イ
ル
の
祖
父
は
、
カ
シ
ュ
ミ
ル
の
藩
王
達
に
よ
る

印
度
帰
属
の
決
定
を
機
に
、
一
家
全
員
、
ペ
シ
ャ
ワ
ル
へ
移

住
、
全
財
産
を
注
い
で
英
領
時
代
名
残
り
の
小
さ
な
ホ
テ
ル

を
購
入
、
細
々
と
経
営
し
な
が
ら
、
カ
シ
ュ
ミ
ル
出
身
者
達

の
溜
り
場
で
あ
る
こ
と
に
満
足
し
て
い
た
。
後
を
継
い
だ
父

は
、
六
〇
年
代
、
Ｊ
・
ケ
ル
ア
ッ
ク
の
「
路
上
に
て
」
を
聖

書
の
よ
う
に
崇
め
る
欧
米
の
若
者
達
の
お
蔭
で
、そ
れ
な
り
に
、

ホ
テ
ル
の
体
面
を
保
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
世
界
情
勢
の
変

化
と
、
何
よ
り
も
若
い
旅
行
者
達
の
心
の
動
き
を
つ
か
め
ず
、

廃
業
す
る
。
イ
ス
マ
イ
ル
は
、
カ
シ
ュ
ミ
ル
に
残
っ
て
い
る

一
族
と
共
に
、
ペ
シ
ャ
ワ
ル
で
は
入
手
困
難
な
ス
パ
イ
ス
類

を
商
い
始
め
た
。
ペ
シ
ャ
ワ
ル
育
ち
の
イ
ス
マ
イ
ル
は
、
パ

シ
ュ
ト
ゥ
ン
の
剛
直
な
精
神
や
愚
直
な
尚
武
の
心
や
不
器
用

さ
に
、
友
愛
の
情
を
も
っ
て
い
な
が
ら
も
そ
の
食
文
化
の
粗

鄙
な
部
分
に
対
し
、
カ
シ
ュ
ミ
リ
の
食
が
保
つ
、
印
度
ム
ガ

ー
ル
が
憧
れ
た
ペ
ル
シ
ャ
の
香
り
の
雅
び
の
優
越
感
を
、
秘

か
に
思
っ
て
い
た
。
そ
れ
が
上
質
な
ザ
フ
ロ
ン
を
筆
頭
に
、

カ
シ
ュ
ミ
ル
産
ス
パ
イ
ス
類
の
選
択
に
つ
な
が
り
、
マ
ッ
カ

巡
礼
前
後
の
人
々
や
結
婚
式
の
慶
事
に
不
可
欠
の
香
料
、
と

悦
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　「
あ
、
来
た
、
来
た
…
…
。」

　
土
砂
降
り
の
大
通
り
を
、
大
き
な
包
み
を
頭
に
渡
っ
て
く

る
徒
弟
が
見
え
、
イ
ス
マ
イ
ル
は
安
堵
す
る
。
月
一
度
の
、

ザ
フ
ロ
ン
の
配
達
で
あ
る
。

＊
ザ
フ
ロ
ン
＝
サ
フ
ラ
ン

サ
フ
ァ
ル
・バ
ハ
エ
ル
！（
良
い
旅
を
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
34
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伊
藤
和
也
さ
ん
が
、
二
〇
〇
八
年
八
月
二
六

日
に
ア
フ
ガ
ン
の
地
で
凶
弾
に
斃た
お

れ
て
一
〇
年
に

な
り
ま
す
。
伊
藤
さ
ん
の
ご
家
族
に
、
和
也
さ
ん

へ
の
思
い
と
ア
フ
ガ
ン
の
人
び
と
へ
の
祈
り
の
言

葉
を
寄
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
＊

　
我
が
家
の
庭
に
は
あ
の
日
と
同
じ
様
に
百さ
る
す
べ
り

日
紅

の
花
が
可
愛
い
ピ
ン
ク
色
の
花
を
咲
か
せ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
十
年
の
年
月
の
流
れ
は
、
私
た
ち
家
族
に

色
々
な
生
き
方
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
私
達
の
知
ら
な
い
「
伊
藤
和
也
さ
ん
」
は
五
年

半
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
本
当
に
命
を
か
け
て
一
生

懸
命
生
き
、
別
れ
の
言
葉
一
つ
残
す
事
な
く
消
え

て
し
ま
い
ま
し
た
。
何
を
考
え
、
何
を
生
き
が
い

に
し
て
い
た
か
、
私
達
家
族
は
別
れ
た
後
で
知
る

事
と
な
り
ま
す
。
和
也
の
想
い
を
つ
な
げ
て
い
く

た
め
に
何
が
で
き
る
か
考
え
、「
伊
藤
和
也
ア
フ
ガ

ン
菜
の
花
基
金
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
本
当
に
大
勢
の
皆
様
の
ご
寄
付
を
頂
き
、
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
の
子
供
た
ち
の
為
に
、
子
供
た
ち
が

将
来
食
べ
物
に
困
ら
な
い
た
め
に
、
大
切
に
使
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
十
年
間
ず
っ
と
ご
寄
付
を

続
け
て
下
さ
る
方
や
、
振
込
用
紙
に
お
言
葉
を
書

い
て
下
さ
る
方
が
お
い
で
に
な
り
、
と
て
も
勇
気

づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

「
お
か
あ
さ
ん
、
自
分
の
幸
せ
を
祈
る
こ
と
も
い

い
け
れ
ど
、
こ
れ
か
ら
は
世
界
の
平
和
、
世
界
の

人
た
ち
の
幸
せ
を
祈
る
こ
と
も
大
事
だ
よ
」

　
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
戻
る
朝
、
私
に
言
い
ま
し

た
。

「
お
か
あ
さ
ん
は
そ
ん
な
立
派
な
事
は
祈
ら
な
い
。

只
々
、
和
也
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
無
事
で
い
て

く
れ
る
こ
と
、
こ
れ
し
か
祈
る
こ
と
は
な
い
」

　
そ
う
言
い
た
か
っ
た
け
れ
ど
言
葉
に
出
来
ま
せ

ん
で
し
た
。
言
葉
に
す
れ
ば
良
か
っ
た
と
時
々
思

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
　
和
也
の
想
い
は
必
ず
繋
げ
て
い
く
か
ら

　
和
也
の
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
に
書
い
た
志
望
動
機

を
刻
ん
だ
慰
霊
碑
を
撫
で
な
が
ら
、
今
は
言
葉
に

出
し
て
和
也
に
伝
え
て
い
ま
す
。
何
が
で
き
る
か

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
へ
の
知
識
が
少
な
い
私
に
は
わ

か
り
ま
せ
ん
。
で
も
今
ま
で
素
直
に
聞
け
な
か
っ

た
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
事
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の

皆
様
の
幸
せ
の
為
に
何
が
で
き
る
か
私
な
り
に
考

え
て
い
き
ま
す
。

　
　
緑
豊
か
な
大
地
が
戻
っ
て
き
ま
す
よ
う
に

　
　
人
々
が
幸
せ
な
暮
ら
し
が
出
来
ま
す
よ
う
に

　
皆
様
と
共
に
お
祈
り
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
菜
の
花
基
金
へ
の
今
ま
で
の
ご
協
力
を
感
謝
申

し
上
げ
る
と
共
に
、
今
後
も
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

豊
か
な
大
地
と
幸
せ
な

　
暮
ら
し
を
願
っ
て
お
り
ま
す

　
　

　
　

　
　
伊
藤
順
子

試験農場で茶の手入れをする伊藤和也さん
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水
の
よ
も
や
ま
話（
3
）

ク
ナ
ー
ル
河
と
河
童
　

Ｐ
Ｍ
Ｓ（
平
和
医
療
団・日
本
）総
院
長
／
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
現
地
代
表
　
中
村 

哲

　
川
に
ま
つ
わ
る
話
で
昔
か
ら
登
場
す
る
の
が
河

童
で
あ
る
。
そ
の
存
在
を
信
ず
る
人
々
も
ま
だ
九

州
で
は
多
い
。
小
さ
い
頃
、
川
や
堤
で
泳
ぐ
と
、
河

童
に
溺
れ
さ
せ
ら
れ
る
と
脅
さ
れ
た
。
人
間
の
お

尻
に
は
「
尻
子
玉
（
し
り
こ
だ
ま
）」
と
い
う
栓
が

あ
っ
て
、
水
に
漬
か
っ
て
も
体
に
水
が
入
ら
な
い

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
河
童
は
泳
ぐ
子
供
に
川
底

か
ら
近
づ
き
、
悪い
た

戯ず
ら

に
こ
の
尻
子
玉
を
抜
き
取
っ

て
溺
れ
さ
せ
る
の
だ
そ
う
だ
。

　
九
州
の
発
祥
地
は
球く

磨ま

川
で
、
九
千
匹
の
河
童

の
頭
領
、「
九
千
坊
」
が
有
名
だ
。
加
藤
清
正
公
は

九
千
坊
を
嫌
っ
て
筑
後
川
の
田
主
丸
に
追
放
、
そ

の
後
河
童
が
川
の
守
護
神
と
な
り
、
水
天
宮
に
祭

ら
れ
た
と
も
言
わ
れ
る
。
北
九
州
で
は
東
郷
や
修

多
羅
で
河
童
の
大
群
が
争
い
、
里
人
を
苦
し
め
た

の
で
堂
丸
総
学
と
い
う
山
伏
が
、
生
命
を
な
げ
う

っ
て
地
蔵
の
中
に
封
じ
込
め
た
と
い
う
伝
説
が
若

松
に
あ
る
。
そ
の
他
、
相
撲
を
取
っ
た
と
か
、
腕

が
水
神
社
に
奉
納
さ
れ
て
い
る
と
い
う
逸
話
も
残

っ
て
い
る
。
九
州
に
は
何
故
か
、
河
童
の
話
が
非

常
に
多
い
。
そ
の
他
、
酒
と
キ
ュ
ウ
リ
を
好
む
と

か
、
仲
良
く
な
っ
て
助
け
て
も
ら
っ
た
と
か
、
必

ず
し
も
恐
ろ
し
い
イ
メ
ー
ジ
で
は
な
い
。
カ
ワ
ウ

ソ
説
や
水
子
説
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
ご
先
祖
さ

ま
の
想
像
力
を
尊
重
し
て
扱
う
。

　
河
童
は
比
較
的
新
し
い
水
の
神
で
、
中
国
か
ら

の
渡
来
だ
と
思
っ
て
い
た
。
中
国
の
河
童
と
言
え

ば
「
沙
悟
浄
」
が
余
り
に
も
有
名
だ
。
西
遊
記
で

三
蔵
法
師
の
お
供
を
し
て
、
サ
ル
の
孫
悟
空
、
ブ

タ
の
猪
八
戒
と
共
に
活
躍
す
る
。

　
三
蔵
法
師（
玄
奘
）は
唐
の
時
代
に
仏
典
を
求
め

て
イ
ン
ド
に
入
り
、
現
在
の
パ
キ
ス
タ
ン
北
部
の

ギ
ル
ギ
ッ
ト
へ
立
ち
寄
り
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を

通
っ
て
帰
国
す
る
。
と
す
れ
ば
、
ク
ナ
ー
ル
河
を

横
切
っ
て
カ
ブ
ー
ル
方
面
へ
渡
っ
た
筈
だ
―
―
―

こ
こ
が
空
想
の
始
ま
り
だ
っ
た
。
カ
ッ
パ
の
沙
悟

浄
は
水
の
妖
怪
で
、
人
を
呑
み
込
む
暴
れ
川
、
ク

ナ
ー
ル
河
が
棲
家
に
相
応
し
い
。
孫
悟
空
の
話
も

あ
る
。
筋き
ん

斗と

雲う
ん

に
乗
っ
て
世
界
の
果
て
ま
で
飛
び
、

そ
こ
に
あ
っ
た
棒
に
来
訪
の
証
拠
を
記
し
た
悟
空

は
、
お
釈
迦
さ
ま
に
得
意
げ
に
伝
え
た
。
と
こ
ろ

が
、
そ
れ
は
釈
迦
の
指
だ
っ
た
と
い
う
話
が
あ
る
。

こ
の
「
世
界
の
果
て
」
は
、
明
ら
か
に
ヒ
ン
ズ
ー

ク
シ
の
山
並
み
だ
。
沙
悟
浄
ゆ
か
り
の
地
が
こ
の

近
く
に
あ
っ
て
も
い
い
。

　
毎
日
働
き
に
出
る
ク
ナ
ー
ル
河
こ
そ
は
、
筑
後

川
に
連
続
す
る
河
童
の
世
界
で
は
な
い
か
。
河
童

と
言
い
、
山
田
堰
と
言
い
、
こ
れ
も
不
思
議
な
ご

縁
だ
。
お
ま
け
に
田
主
丸
か
ら
嫁
に
来
た
家
族
も

い
る
と
な
れ
ば
、
い
や
が
う
え
に
も
空
想
が
空
想

を
呼
ぶ
―
―
―
こ
れ
が
「
知
ら
ぬ
が
仏
」
と
い
う

も
の
で
、
少
し
得
々
と
し
て
、
幸
せ
な
気
分
だ
っ

た
の
で
あ
る
。

　
日
本
で
こ
の
話
を
し
た
と
こ
ろ
、「
沙
悟
浄
は
河 クナール河で40年以上、渡しを営む船頭（2016年10月2日）
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童
で
は
な
い
」
と
い
う
人
が
い
て
、
調
べ
て
驚
い

た
。
西
遊
記
の
原
作
で
は
、
天
帝
の
守
護
将
軍
だ

っ
た
が
、
ヘ
マ
を
し
て
天
界
を
追
わ
れ
、
鞭
打
ち

八
〇
〇
回
、
七
日
に
一
度
は
鋭
い
剣
で
脇
腹
を
突

き
刺
さ
れ
る
と
い
う
罰
を
受
け
続
け
、
遂
に
は
流
り
ゅ
う

沙さ

河が

と
い
う
沙
漠
の
川
で
人
喰
い
の
妖
怪
と
な
っ

て
九
人
の
高
僧
を
殺
す
と
い
う
、
か
な
り
ひ
ど
い

話
。
日
本
の
河
童
と
は
違
う
。
河
童
の
別
名
、「
河

伯
」
の
方
は
黄
河
の
水
神
で
、
溺
死
し
た
人
が
天

帝
か
ら
黄
河
の
管
理
を
任
さ
れ
た
も
の
で
、
機
嫌

が
悪
い
と
洪
水
を
起
こ
し
、
美
人
の
生い
け

贄に
え

を
好
ん

だ
。
こ
の
好
色
と
乱
暴
さ
は
、
ど
う
も
カ
ッ
パ
で

は
な
い
。

　
河
童
は
日
本
生
ま
れ
ら
し
く
、
西
遊
記
の
沙
悟

浄
と
な
っ
た
の
は
戦
前
の
昭
和
九
年
、
少
年
向
け

の
講
談
で
「
河
童
の
沙
悟
浄
」
と
さ
れ
た
の
が
最

初
だ
と
い
う
。「
水
の
妖
怪
で
、
河
童
の
よ
う
な
も

の
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
ら
し
い
。
確
か
に
京
劇

の
沙
悟
浄
は
、
河
童
と
は
似
て
も
似
つ
か
ぬ
も
の

で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
「
ク
ナ
ー
ル
河
＝
筑
後
川
の
河
童
道
」

の
ロ
マ
ン
は
あ
え
な
く
潰
え
た
。
し
か
し
、
大
昔
か

ら
川
が
人
間
の
身
近
に
あ
り
、
妖
怪
や
水
神
を
通

し
て
広
く
語
ら
れ
、
至
る
所
で
、
人
々
に
畏
れ
と

崇
拝
の
対
象
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
水
の
妖

怪
も
河
童
も
、
人
為
の
及
ば
ぬ
神
聖
な
世
界
か
ら

の
遣
い
で
あ
っ
た
。
ク
ナ
ー
ル
河
に
建
設
さ
れ
た

九
つ
の
山
田
堰
モ
デ
ル
は
厳
然
と
し
て
あ
り
、
人

里
に
恩
恵
を
与
え
続
け
て
い
る
。
Ｐ
Ｍ
Ｓ
と
河
童

が
う
ま
く
い
っ
て
い
る
証
拠
だ
。
沙
悟
浄
に
殺
さ

れ
た
九
人
の
僧
は
、
九
つ
の
取
水
堰
に
姿
を
替
え

て
人
々
に
救
い
の
手
を
差
し
伸
べ
て
い
る
と
い
う

話
も
で
き
る
。

　
こ
の
と
こ
ろ
、
日
本
の
川
も
河
童
の
影
が
薄
く

な
っ
て
い
た
。
明
治
維
新
以
来
の
治
水
が
奏
功
し

た
と
見
ら
れ
、
科
学
技
術
が
河
童
た
ち
を
遠
ざ
け

て
い
た
の
だ
。
し
か
し
、
そ
れ
も
限
界
を
露
呈
し
た

現
在
、
も
う
少
し
足
繁
く
出
て
き
て
、
人
間
に
川

の
怖
さ
と
恩
恵
を
伝
え
て
欲
し
い
と
考
え
て
い
る
。

川幅を時には１km、時には約100ｍに変化させながら蛇行する
クナール河取水口の斜め堰（2004年3月1日）

▼
現
地
活
動
を
紹
介
す
る
パン
フ
レッ
ト
を
お
送

り
し
ま
す

＊
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
活
動
を
ご
紹
介
さ
れ
る
と

き
に
お
使
い
い
た
だ
け
る
も
の
で
す
（
払
込
用

紙
が
つ
い
て
い
ま
す
）。
ご
希
望
の
方
は
遠
慮

な
く
事
務
局
に
お
申
し
越
し
下
さ
い
。
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
は
Ａ
３
変
形
を
四
折
り
し
た
も
の
で
、

長
形
の
定
形
封
筒
に
入
る
カ
ラ
ー
版
で
す
。
な

お
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
会
報
等
は
受
け
取
る
意

思
の
あ
る
方
へ
の
配
布
を
原
則
と
し
て
お
り
ま

す
（
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
等
は
行
わ
な
い
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
）。

アフガンでの灌漑事業に多くの事を教えてくれる筑後川。日本
の三大暴れ川の一つで「筑紫次郎」の名を持つ
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●
事
務
局
長
便
り

＊
二
〇
一
一
年
三
月
十
一
日
の
東
日
本
大
震
災
後
、
熊
本

地
震
、
九
州
北
部
豪
雨
に
続
き
、
今
年
に
入
っ
て
関
西

の
地
震
、
西
日
本
全
域
で
の
水
害
に
台
風
被
害
、
そ
し

て
北
海
道
で
の
地
震
な
ど
異
常
気
象
と
自
然
災
害
が
相

次
い
で
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
災
害
で
亡
く
な
ら
れ
た

方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ

た
方
々
に
心
か
ら
の
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
一
日

も
早
い
復
旧
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
ま
た
、
全
国
ど
こ

に
お
い
て
も
予
測
不
能
の
災
害
が
起
こ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
日
頃
か
ら
の
準
備
を
心
が
け
た
い
と
存
じ
ま
す
。

＊
本
文
に
報
告
が
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
Ｆ
Ａ
Ｏ
主
催
で

ア
フ
ガ
ン
政
府
関
係
者
、
Ｆ
Ａ
Ｏ
職
員
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
職
員

の
来
日
研
修
が
あ
り
ま
し
た
。
Ｐ
Ｍ
Ｓ
職
員
と
事
務
局

と
の
親
睦
も
回
を
重
ね
る
ほ
ど
に
深
ま
っ
て
い
ま
す
。

＊
今
年
の
夏
で
、
伊
藤
和
也
さ
ん
が
亡
く
な
っ
て
十
年

に
な
り
ま
す
。
事
務
局
で
は
八
月
二
二
日
に
和
也
さ
ん

を
偲
ぶ
会
を
行
い
ま
し
た
。

●
Ｐ
Ｍ
Ｓ
支
援
室
よ
り

　
七
月
末
に
ア
フ
ガ
ン
政
府
や
Ｆ
Ａ
Ｏ
カ
ー
ブ
ル
事
務

所
の
職
員
の
方
々
と
共
に
現
地
の
Ｐ
Ｍ
Ｓ
職
員
た
ち
が

来
日
し
ま
し
た
。
東
ワ
ー
カ
ー
が
述
べ
て
い
る
よ
う

に
、
日
本
か
ら
現
地
へ
の
連
絡
や
協
議
を
す
る
際
、
電

話
と
メ
ー
ル
で
は
難
し
い
事
が
多
々
あ
り
ま
し
た
の
で
、

今
回
は
Ｆ
Ａ
Ｏ
の
ご
厚
意
に
甘
え
、
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド

事
務
所
か
ら
会
計
責
任
者
と
事
務
所
責
任
者
を
招
聘
し

て
頂
き
ま
し
た
。
福
岡
で
彼
ら
と
意
見
の
交
換
を
し
、

問
題
点
を
共
有
で
き
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
支
援
室

職
員
の
、
覚
え
た
ば
か
り
の
パ
シ
ュ
ト
ー
を
駆
使
し
て

の
電
話
が
、
実
際
に
顔
を
合
わ
せ
る
機
会
を
重
ね
る
ご

と
に
、
ま
る
で
ず
っ
と
前
か
ら
の
知
り
合
い
だ
っ
た
か

の
よ
う
な
親
し
み
の
あ
る
も
の
に
変
化
し
て
き
て
い
ま

す
。
現
地
Ｐ
Ｍ
Ｓ
と
の
関
係
を
今
築
き
始
め
た
支
援
室

の
職
員
が
彼
の
地
の
状
況
を
懸
命
に
学
習
し
て
い
る
姿

に
頼
も
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
機
会
を

与
え
て
下
さ
い
ま
し
た
、
Ｆ
Ａ
Ｏ
カ
ー
ブ
ル
事
務
所
の

七
里
所
長
を
は
じ
め
皆
様
に
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

○ぺ
村
か
ら—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

♪

大
名
・
警
固
・
春
吉
と
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
事
務
局
に
足

を
運
ぶ
よ
う
に
な
り
、
早
六
年
ほ
ど
に
な
り
ま
す
。
き

っ
か
け
は
、
関
西
で
会
社
勤
務
し
て
い
た
一
五
年
ほ
ど

前
の
事
、
中
村
哲
先
生
の
講
演
を
拝
聴
し
、
心
震
え
る

ほ
ど
の
感
銘
を
受
け
た
こ
と
で
す
。
自
分
も
定
年
後
福

岡
に
戻
っ
た
ら
、
ア
フ
ガ
ン
ま
で
は
行
け
な
く
と
も
何

か
の
役
に
立
ち
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し

福
岡
に
戻
り
、
実
家
の
荒
れ
果
て
た
農
地
を
再
生
し
、

趣
味
と
し
て
の
野
菜
・
果
物
つ
く
り
に
時
間
・
体
力
を

取
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
事
務
局
で
の
仕
事
は
、
年
四

回
の
会
報
発
送
時
の
み
で
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
会
話

を
耳
に
し
な
が
ら
の
作
業
は
、
私
に
と
っ
て
心
地
よ
い

安
ら
ぎ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
会
則
の
五
条
に
「
会
員
は
、

そ
れ
ぞ
れ
可
能
な
範
囲
で
、
自
ら
創
意
工
夫
し
て
自
由

に
…
」
と
い
う
文
言
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
こ
そ
我
が
意

を
得
た
り
、
時
折
野
菜
・
果
物
の
成
果
物
を
事
務
局
に

お
届
け
し
て
い
る
の
が
、
自
分
の
さ
さ
や
か
な
役
立
ち

で
あ
る
と
思
い
、
こ
の
猛
暑
の
中
で
、
毎
日
元
気
に
汗

を
流
し
て
お
り
ま
す
。（
Ｙ
・
Ｙ
）
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会
　
　
　
則

①
本
会
の
名
称
を
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
と
す
る
。

②
本
会
は
、
中
村
哲
医
師
の
パ
キ
ス
タ
ン
北
西

辺
境
州
な
ら
び
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
医
療

活
動
な
ど
を
支
援
し
、
必
要
な
広
報
・
募
金
活

動
と
と
も
に
ワ
ー
カ
ー
の
派
遣
を
行
う
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

③
本
会
は
、
思
想
・
信
条
に
と
ら
わ
れ
ず
、「
支

え
合
い
」
の
精
神
で
一
致
し
て
会
を
運
営
す
る
。

④
会
員
は
年
額
三
、
〇
〇
〇
円
、
学
生
会
員
一
、

〇
〇
〇
円
、
維
持
会
員
一
〇
、
〇
〇
〇
円
の
年

会
費
を
納
入
す
る
。

⑤
会
員
は
そ
れ
ぞ
れ
可
能
な
範
囲
で
、
自
ら
創

意
工
夫
し
て
自
由
な
や
り
方
で
支
援
活
動
を
行

う
。

⑥
本
会
は
会
報
を
発
行
し
、
会
報
を
通
じ
て
活

動
を
報
告
す
る
。

⑦
本
会
は
若
干
名
の
理
事
、
監
事
を
選
任
し
、
会

の
運
営
を
行
う
。

⑧
毎
年
一
回
総
会
を
開
き
、
事
業
お
よ
び
会
計

に
つ
い
て
報
告
す
る
。

⑨
本
会
の
事
務
局
を

〒
八
一
〇—

〇
〇
〇
三
　
福
岡
市
中
央
区
春
吉

一
―
一
六
―
八 

Ｖ
Ｅ
Ｇ
Ａ
天
神
南
六
〇
一
号

℡
〇
九
二—

七
三
一—

二
三
七
二
　
内
に
お
く
。

現
地
報
告
会
は
、
原
則
と
し
て
六
月
の
第
一
土

曜
日
に
開
催
い
た
し
ま
す
。


